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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年1月4日(2012.1.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　有利なことに、平衡化手段は、車両の平衡を確保しつつも、理想的な傾斜値とは対向す
る傾斜値であって、好ましくは、より小さいものである傾斜値に従って車両の傾斜を制御
することに適合している。理想的な傾斜というのは、ここでは、平衡化手段によって車両
又はその傾斜可能部分の重心に加わる複数の力の合力が車両の支持の多角形の長手方向対
称の軸心を通過するようになる範囲の角度として定義づけされる。
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